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2.2 2 京都大学の無機廃液処理について 

京都大学環境科学センター  本田 由治
 
1. 利用状況 
1.1 無機廃液の処理実績  
無機廃液に関する 1980 年度から 2014 年度までの
年度別処理量及び 2014 年度の部局別処理実績をそ

























































表 1 無機廃液部局別処理実績（2014 年度） 
 
地㻌 㻌 㻌 区㻌 部㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 局㻌 一般重金属系㻌 水銀系㻌 シアン系㻌 フッ素系㻌 リン酸系㻌 合㻌 㻌計㻌
理学部㻌
理学研究科㻌 290.0 0.0 0.0 0.0 0.0 290.0 
生態学研究センター㻌 261.2 8.0 0.0 0.0 1.0 270.2 
医学部㻌 医学研究科㻌 130.0 0.0 0.0 0.0 30.0 160.0 
病院㻌 病院㻌 300.0 0.0 0.0 0.0 0.0 300.0 
病院西地区㻌
医学部人間健康科学科㻌 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 
再生医科学研究所㻌 20.0 0.0 0.0 0.0 0.0 20.0 
薬学部㻌 薬学研究科㻌 40.0 0.0 0.0 0.0 0.0 40.0 
工学部㻌
工学研究科㻌 1,715.0 40.0 20.0 467.0 340.0 2,582.0 
エネルギー科学研究科㻌 176.0 0.0 0.0 80.0 20.0 276.0 
地球環境学堂㻌 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 
農学部㻌
農学研究科（含宇治地区）㻌 445.0 52.0 60.0 40.0 40.0 637.0 
フィールド科学教育研究センター㻌 80.0 0.0 40.0 0.0 0.0 120.0 
総合人間学部㻌
人間・環境学研究科㻌 121.0 0.0 0.0 39.5 0.0 160.5 
国際高等教育院㻌 165.0 0.0 0.0 0.0 0.0 165.0 
宇治地区㻌
化学研究所㻌 120.0 5.0 15.0 20.0 10.0 170.0 
生存圏研究所㻌 283.0 0.0 0.0 0.0 0.0 283.0 
防災研究所㻌 66.0 0.0 0.0 54.0 0.0 120.0 
エネルギー理工学研究所㻌 15.0 0.0 50.0 56.0 0.0 121.0 
環境科学センター㻌
原子炉実験所㻌 50.1 0.0 40.0 0.0 0.0 90.1 
霊長類研究所㻌 40.5 0.0 0.4 0.0 40.0 80.9 
ナノテクノロジーハブ拠点㻌 40.0 0.0 0.0 0.0 0.0 40.0 
環境科学センター㻌 0.0 5.0 15.0 15.0 56.0 91.0 




























る。2014 年度の延べ利用者数は 171 人であった。
 
















サンプル分析（蛍光 X 線分析） 
処理時分析(ICP-OES,AA 分析） 
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表 2 地区別ミニプラント利用者数 (2014 年度） 
 
地㻌 㻌 㻌 区㻌
実㻌 㻌 施㻌 㻌 月㻌
合計㻌5月 7月 9月 11月 2月 
工学部㻌 0 37(14) 0 25(15) 35(16) 97(45) 
農学部㻌 0 12 11 0 0 23 
理学部㻌 12 0 9 0 0 21 
宇治地区㻌 4 0 0 5 0 9 
総合人間学部地区㻌 0 0 0 0 9 9 
薬学部㻌 0 0 0 2 0 2 
病院西地区㻌 3 0 0 0 0 3 
病院㻌 0 0 0 0 2 2 
医学部㻌 0 0 2 0 0 2 
物質㻙細胞統合システム拠点㻌 0 0 0 0 0 0 
環境科学ｾﾝﾀｰ㻌 2 0 1 0 0 3 







処理 に使用さ れたかを使 用対象と して記 号
M,Hg,CN,P,F で表し、対応する処理を注釈を付けて
























項㻌 㻌 㻌   㻌 目 使㻌 用㻌 量 
使㻌 用㻌 対㻌 象 
M Hg CN P F 
苛性ソーダ（24%） 4,950 L ○ ○ ○ ○ ○ 
苛性ソーダ（フレーク） 88 kg    ○ ○ 
硫酸（10%） 239 L ○ ○ ○   
硫酸（98%） 18 L ○ ○    
硫酸第 1鉄 4,000 kg ○     
過マンガン酸カリウム㻌
（粉末） 21 kg ○ ○    
塩酸ヒドロキシルアミン㻌
(5%) 9 L  ○    
オリトール S 
（重金属除去剤） 2 L ○     
消泡剤 4 L ○  ○   
塩化カルシウム 502 kg    ○ ○ 
次亜塩素酸ソーダ 174 L   ○   
硫酸ばんど 52 kg    ○ ○ 
高分子凝集剤(0.1%) 992 L    ○ ○ 
電気（動力） 2,994 kwh ○ ○ ○ ○ ○ 
都市ガス 749 m3 ○ ○    
上水 194 m3 ○ ○ ○ ○ ○ 
M    一般重金属系（フェライト化処理） 
Hg   水銀系（酸化分解・キレート樹脂吸着処理） 
CN   シアン系（アルカリ塩素処理＋紫外線・オゾン分解処理） 
F,P   フッ素・リン酸系（石灰化処理） 
 
表 4 KMS におけるスラッジ等発生・搬出状況 
（2014 年度分） 
 
スラッジ種類 発生量（kg) 搬出量 (kg) 
フェライトスラッジ 1,865 1,784 




























































図 3 廃液中の元素別平均濃度とミニプラント試験結果( 2014 年度) 
飽和磁化(emu/g) 
 ◎ 70以上 
 ○ 60 以上 70未満 
 △ 40 以上 60未満 
 × 10 倍を超える希釈 











表 5 KMS で処理された無機廃液中の主な元素等の年度別平均濃度 ( mg/L ) 
 
一般重金属系 
年度 処理量 Hg Cr Cd As Pb Cu Mn Zn Fe Ni Co Sn PO4 
2010 5,543.6   0   140   34   12   13   280   120   300   1100   110   22   90   210   
2011 5,240.9   0   89   27   2   32   360   45   180   280   71   12   120   500   
2012 4,972.0   0   52   62   2   28   430   97   320   300   170   130   80   150   
2013 4,741.0   0   82   9   1   19   560   120   360   1000   140   58   44   300   
2014 4,557.8   0   45   5   0   12   1000   63   570   1200   220   9   12   310   
水銀系 
年度 処理量 Hg Cr Cd As Pb Cu Mn Zn Fe Ni Co Sn PO4 
2010 306.3   620   81   0   0   4   7   3   29   120   0   31   288   4,900   
2011 351.7   680   72   8   0   2   24   410   2300   14   4   7   320   2,500   
2012 195.2   1100   150   1   1   3   22   7   310   33   1   0   200   170   
2013 244.0   740   120   0   2   4   42   43   33   26   3   6   6   2,000   
2014 110.0   250   6   0   0   0   4   4   25   68   2   0   7   5,200   
リン酸系 
年度 処理量 Hg Cr Cd As Pb Cu Mn Zn Fe Ni Co Sn PO4 
2010 220.0   0   0   0   0   2   0   0   2   4   1   0   0   53,000   
2011 578.0   0   2   21   0   2   9   20   90   60   30   6   340   130,000   
2012 285.0   0   7   18   0   0   450   2   5   17   110   2   2   77,000   
2013 522.0   0   3   2   0   1   1   9   45   2   1   7   0   46,000   
2014 537.0   0   20   0   1   6   19   7   92   16   10   0   0   43,000   
シアン系 
年度 処理量 Hg Cr Cd As Pb Cu Mn Zn Fe Ni Co Sn PO4 CN 
2010 372.5   2   2   0   0   3   11   21   5   140   16   0   2   5600   320   
2011 293.5   0   13   0   0   0   19   0   1   190   12   1   0   4500   520   
2012 189.2   0   3   6   0   0   7   0   19   620   0   0   0   310   960   
2013 273.0   0   1   0   0   0   15   5   3   150   3   0   0   0   79   
2014 240.4   0   0   4   1   0   23   2   4   40   0   0   0   58   720   
フッ素系 
年度 処理量 Hg Cr Cd As Pb Cu Mn Zn Fe Ni Co Sn PO4 F 
2010 280.0   0   3   0   0   0   3   13   2   73   0   1   8   1,300   52,000   
2011 423.0   18   7   0   4   3   34   2   61   31   18   0   6   460   16,000   
2012 399.0   0   6   2   0   7   0   0   15   13   0   1   82   310   69,000   
2013 660.0   0   10   0   2   5   12   18   23   35   15   8   120   950   44,000   
2014 771.5   0   10   0   0   15   11   170   54   210   7   3   0   650   33,000   
 








平㻌 㻌 㻌 均㻌 㻌 㻌 濃㻌 㻌 㻌 度㻌 （mg/L） 試験数㻌
（ﾊﾞｯﾁ） Cr Cd As Pb Cu Mn Zn Fe Ni Co Sn 
※ × 320 7.0 223 0 0 1 5626 48 345 59 727 0 26 9  
40～60 △ 396 8.7 41 1 1 0 21 11 113 247 32 2 2 21  
60～70 ○ 280 6.1 16 0 0 0 1400 50 285 14367 41 4 8 6  
70以上 ◎ 3,562 78.2 32 6 1 15 706 71 659 397 208 11 12 89  



















































































表 7 一般重金属廃液中のTOC（全有機体炭素mg/L）測定結果 
2000 年 1 月～2015 年 3 月 
部㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 局 TOC（平均） TOC最大 液量(L) サンプル数 
薬学研究科 20,000 76,000 1,215 35 
化学研究所 19,000 180,000 2,713 87 
エネルギー理工学研究所 19,000 110,000 544 19 
病院 16,000 250,000 2,872 54 
工学研究科 13,000 250,000 25,365 620 
霊長類研究所 11,000 310,000 508 18 
保健学科・医療短期大学・人間健康科学 10,000 59,000 828 32 
医学研究科 9,600 45,000 385 13 
理学研究科 9,300 110,000 6,344 129 
人間･環境学研究科 7,200 47,000 2,254 55 
生命科学研究科 6,200 19,000 285 12 
エネルギー科学研究科 5,400 97,000 4,636 85 
生存圏研究所 4,200 46,000 1,049 19 
ベンチャービジネスラボラトリー 4,000 12,000 240 9 
フィールド科学研究科 3,900 5,100 920 13 
地球環境学堂 3,200 35,000 1,260 22 
生態学研究センター 2,800 21,000 2,108 50 
農学研究科 1,700 170,000 9,747 174 
原子炉実験所 1,700 18,000 196 6 
再生医科学研究所㻌 1,600 4,300 22 2 
総合人間･教育推進部・学務部･国際高等教育院 1,100 20,000 10,341 55 
防災研究所㻌 420 520 82 2 
その他（環境科学センター、博物館、アジアアフリカ、
ナノハブ等） 11,000 10,000 275 10 
部㻌 局㻌 合㻌 計 8,500 310,000 74,188 1,521 
 
2.4 Cd の規制強化について 
 2014年 12月 1日の水質汚濁防止法の改正を受け、
本学 に適用さ れるカドミ ウムの排 水基準 が
0.05mg/L から 0.03mg/L に強化された。過去 5 年間
（2010 年度から 2014 年度）に一般重金属系廃液の
処理は、100 バッチ行っている。処理後に今回の基
準値 0.03mg/L を超えたバッチ数は 6 回だった。こ
のうち 2 回は、当時の基準値 0.05mg/L をわずかに
超えたため（何れも 2010 年度）、わずかに活性炭塔
を通水して対処している。2013 年度、2014 年度は
0.03mg/L を超えた処理水はなかった。このように今
回の規制強化については、特に処理上問題となる可
能性は少ないが、アンモニアや有機物が混入すると
錯体などの生成により、フェライト化処理されない
で基準値を超える可能性が高くなる。基準値を大き 
 
く超過した場合は、活性炭や重金属キレートによる
対応でも基準値以下に下げることは難しくなるので、
繰り返しになるが、極力有機物を混入させないよう
分別貯留を心がけていただきたい。 
－ 32 －
